
ふくしま新ステージ
有 識 者 懇 談 会

日時：令和２年1月１5日 水曜日

午前10時～午前11時30分

場所：福島市役所 4階 市長応接室

【第５回】
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（１） 第４回懇談会の振り返り

～懇談会時の主なご意見（ポイント）～
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分類 主なご意見（ポイント）

共通 ○将来構想と基本方針は、全ての施策に関わる、重要かつ立ち返れる視点になる

べきである。

○市民が見て共感する、心が動く、福島市のやる気を感じるキーワードがあると

良い。

将来構想 ○福島市として「失ってはいけないものは何か」を考えることで、将来構想の

もつ理念につながっていく。

○持続可能性につながる視点は重要である。

基本方針 ○本当に大切なものを追求していくことで「発展」につながる。

○福島市の良さは「ひと」であるが、「ひと」の良さだけでは持続可能なまち

づくりは難しい面がある。

楽しさやわくわく感など、魅力的なまちにするもう一つの軸があると良い。

○市民との連携や協働といった視点は必要である。



（２） 意見書（案）作成にあたっての基本的な考え方と取り扱い

○意見書（案）は、第４回有識者懇談会までの議論の内容を

もとに、「将来構想」及び「基本方針」を定めるうえでの

大切な視点や留意すべき点などをまとめたものです。

○本日の議論を踏まえ、意見書の最終版を作成し、福島市に

提出いただきます。

○福島市は、意見書の内容を踏まえ、今年度中に「将来構想」

及び「基本方針」の素案の案を決定します。
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（３） 次年度のスケジュール
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2020(令和2)年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第6回(5月中)

テーマ

1年目の振り

返りとあなたの

気になる

個別施策

ベスト3

第7回(6月上)

テーマ

市の総合計画

素案を一緒に

より良いものに

仕上げる

（例）

重点・個別施策

・安全安心

・健康福祉

・生活

第10回(9月上)

テーマ

市の総合計画

素案を一緒に

より良いものに

仕上げる

（例）

重点・個別施策

・全施策

第8回(7月上)

テーマ

市の総合計画

素案を一緒に

より良いものに

仕上げる

（例）

重点・個別施策

・産業

・観光

・交流

第9回(8月中)

テーマ

市の総合計画

素案を一緒に

より良いものに

仕上げる

（例）

重点・個別施策

・教育

・子育て

・環境

第7回(6月下)

議題

・重点施策、

個別施策へ

の助言等②

ほか

第6回(4月下)

議題

・重点施策、

個別施策へ

の助言等①

ほか

第8回(8月下)

議題

・重点施策、

個別施策へ

の助言等③

ほか

第9回(9月下)

議題

・総合計画の

素案の確認

ほか

・将来構想を実現するた
めに基本方針に沿って
取り組む重点施策や分
野ごとの個別施策の素
案の案を作成

施策などのブラッシュアップ（表現、分かりやすさ）や自分たち（市民）ができることを考える

将来構想を実現するために基本方針に沿って取り組む重点施策や分野ごとの個別施策などを中心に議論

・ゆめ会議において、重点施策や分野ごとの個別施策の素案の案を説明

・懇談会の助言やゆめ会議の意見等を踏まえ、重点施策や分野ごとの個別施策の素案の案を作成

・総合計画の素

案の決定、パブ

コメ（意見公募）

・総合計画

の原案の

決定

総合計画

の決定

※決定手法は

議会と協議

全

体

報

告

会

【総合計画の素案】
◆将来構想

◆基本方針

◆重点施策

◆分野ごとの個別施策
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※意見書の提出は、

と き １月２４日（金） 午前１０時～

ところ 福島市役所 ４階 市長応接室

対応者 伊藤宏会長

三宅祐子副会長
での開催を予定しています。

※令和２年度の有識者懇談会は、令和２年４月下旬の
開催を予定しています。

～ 事 務 連 絡 ～


